
えひめジョブチャレンジU -１５事業

西予市立野村中学校（３年生）
令和４年７月４日（月）～８日（金）

＜生徒の感想＞
（講演会 「夢があるから強くなれる」）
プロのスポ―ツ選手になった人たちが、どのような人生を送ってきた

のかが分かった。もともとの才能はもちろん、それに加えて日々の積み
重ねが大切だと分かった。

（木育教育）
林業は、ただ木を切って木材にするだけだと思っていたが、それぞれ

の仕事に意味があって、技術も進んでいると知った。作業着を着て活動
した時、とても重かった。こんなに重い作業着を着て仕事をするのは大
変だと思った。

（職場体験学習）
職場体験でとてもよい経験ができた。仕事を経験して、大変さや楽し

さを感じた。大人のコミュニケーション力のすごさや、それを身に付け
ることの大切さに気づいた。将来について考えるきっかけになった。

野村中学校の３年生60人が、校内で講演会と木育教育、地域の27か所の事業所
等での実習を行い、様々な体験をすることができました。



えひめジョブチャレンジU -１５事業

西予市立野村中学校（２年生）
令和４年10月11日（火）～14日（金）・10月29日(土)

＜生徒の感想＞
（劇団 風）
劇団 風さんの演劇を鑑賞するに当たって、舞台のセット設営など
にも興味があったので非常に楽しみにしていました。実際のセットは、
想像以上に大きく、立派でした。なおかつ、それを短時間で組み上げ
るプロの技もすごいと思いました。
（職場体験学習）
職場体験学習では、日々の学校生活で経験できない多くのことを学

びました。普段は、特に意識していない挨拶がいかに大切なのかを知
ることができました。挨拶から始まるコミュニケーションが仕事や人
との関わりをよくするのだと学びました。

野村中学校の２年生41人が、校内で観劇(ステージ設営、裏方見学)と、地域の17
か所の事業所等での実習を行い、様々な体験をすることができました。

＜受入事業所等感想＞
自分の将来に夢と希望を持ち、働くことの楽しさや、やりがいなど、

新たな発見があったのではないかと思います。「楽しく体験すること
ができた！」と言われ、とてもうれしかったです。今後もどんどん、
協力させていただきます。


